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人それぞれの介護への思いを知る
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「介護現場のやる気を引き出すコーチング」セミナー

この日のセミナーには、18名の職員が参加しまし

た。セミナーでは、自分が大切にしている介護に

ついて各自が書き出したものを全員で確認する

など、人にはそれぞれの思いがあり、それを否定

しないことを学びました。また、お互いの会話力を

高めるために「質問ゲーム」を体験。参加した職員

たちは、改めてコミュニケーションの大切さを実感

していました。

各自の
介護への思い
書き出して
確認しました

質問ゲームで
お互いの
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勤続5年の福田職員に感謝状

きめ細かな食形態に対応
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　在宅サポートセンター生田では、このほど勤続5年となった福

田裕美職員に感謝状と記念品を贈呈しました。福田職員は厨房

部門の職員として、衛生管理はもちろん、刻み食や一口食、ミキサ

ー食など、介護現場から要求されるさまざまな食形態に的確に対

応するベテラン職員です。全体会議の席上、平田センター長より、

ねぎらいの言葉と感謝状が贈られました。

介護現場でのコミュニケーション・スキルを学ぶセミ

ナーがこのほど、当センターで開催されました。テーマ

は「チームのやる気を引き出すコーチング」。講師は、

6月に開催されたコミュニケーションセミナーと同じ

HAPPYVISION今野紀代実さんが担当しました。
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